
 

 

 

 

 
 
 

   2020 年 11 月 11 日 
 

ミサワホーム総合研究所が参加する日欧共同の研究プロジェクト  
ICT を活用したヘルスケアに関する共同研究が、総務省 

および欧州委員会 Horizon2020 との共同研究開発事業に採択 
 

○ビッグデータ解析等を用いて高齢者の自立した生活をサポートするシステムを構築  

○個人に合わせたアドバイス、セルフケア能力等を向上させ、自立した生活を延伸 

○25 年以上にわたり介護事業に携わって得た知見を活かしプロジェクトに貢献 
 
ミサワホームグループのシンクタンクである株式会社ミサワホーム総合研究所（本社 東京

都杉並区／代表取締役社長 千原勝幸）は、東北大学スマート･エイジング学際重点研究センタ

ー・加齢医学研究拠点の瀧靖之教授を研究代表者とする「仮想コーチングシステム(e-VITA)」

研究プロジェクトに参加しています。この度、本プロジェクトが、総務省の令和 2 年度戦略的

情報通信研究開発推進事業（国際標準獲得型）および欧州委員会の研究枠組計画 Horizon 2020 

との共同事業に採択されました。 

 

日欧の共同研究開発事業と研究プロジェクト採択の図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

超高齢化社会に突入した日本では、生産年齢人口の減少、社会保障費や介護負担の増大など

の課題があり、高齢者は自ら健康を維持管理し、出来る限り自立した生活を延伸することが求

められます。しかし、身体障害や認知機能の低下、社会的孤立など様々な問題があるため、自

立した生活の維持には個々人の状況に応じたサポートが必要です。こうした問題は日本のみな

らず、欧州連合（EU）でも共通しています。 

これらの問題解決に向けて、本プロジェクトは、スマートな生活環境を高齢者に提供するた

めに、外部情報や日常の生活環境に埋設したセンサを介して得た情報から、ビッグデータ解析

と信頼性の高い AI を用いて個人の性格特性や感情を推定して個人に合わせたアドバイスを提

供することにより、セルフケア能力等を向上させ、自立した生活の延伸を目指します。 
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ミサワホームグループでは、これまで25年以上にわたって介護事業を展開し、高齢者のQOL

向上に向けて積極的に ICT を導入してきました。今回の共同研究でミサワホーム総合研究所

は、同グループでこれまで培ってきた知見を活かしながら、EU3 ヶ国（独・伊・仏）と日本

国内 3 地域（東京・愛知・宮城）にて行われる概念実証試験について、国内 1 ヶ所をグループ

内で介護事業を担う㈱マザアスが運営する自立型高齢者向け住宅にて実施し、得られた研究成

果に関して国内で普及活動に取り組みます。ミサワホームグループは、高齢者が ICT を身近

に感じながら、慣れ親しんだ住まいに健康で安心して住み続けられる道筋をつくるとともに、

得られた知見を商品開発や介護事業に活かしていく考えです。 
 

以 上 
 

■プロジェクトの概要 

研究開発課題名 スマートエイジングを目指す日欧共同仮想コーチングシステム 
プロジェクト名 e-VITA（EU-Japan VIRTUAL COACH FOR SMARTAGEING） 
プロジェクト期間 令和 2 年度～令和 5 年度 

 
 
■「仮想コーチングシステム(e-VITA)」の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■参考 URL 

東北大学（本プロジェクトの代表機関）プレスリリース 
https://www.tohoku.ac.jp/japanese/newimg/pressimg/tohokuuniv-press20201020_03web_e-VITA.pdf 

 
総務省報道資料 
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01tsushin04_02000099.html 

 
 

＊この件に関する問い合わせ先＊ 
ミサワホーム㈱ 経営企画部 コーポレートコミュニケーション課 奥本博之 麻生和広 

TEL：03-3349-8088／FAX：03-5381-7838 
E-mail：Kaduhiro_Asou@home.misawa.co.jp 

 

（高齢者） 


